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病気
び ょ う き

を予防
よ ぼ う

しよう！ 
 １２月

    がつ

になり、空気
く う き

がずいぶんと冷たく
つめ    

なり、乾
かん

そうしてきました。都田
つ だ

西小
にししょう

ではインフルエンザの報告
ほうこく

は

ありませんが、かぜやでお休
やす

みする人
ひと

がやや増
ふ

えています。これからが冬
ふゆ

本番
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！ クリスマスやお正月
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にならないよう、毎日
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★かぜやインフルエンザはせき・くしゃみ、それらがつい

た物を通してうつります。 

せきが出たら、他の人にうつさないためにマスクを着け

ましょう。 
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～感染性胃腸炎(ノロウイルスなど)の予防と消毒方法～ 
◎まずは手洗い！   

感染の予防のためには、かかった人はもちろん、家族や周りの人が 

トイレの後や食事の前にしっかりと手洗いをすることが必要です。 

 

○汚れた衣類の消毒方法 

１．使い捨て手袋やマスクをつける 

２．窓を開け換気する 

３．排泄物、嘔吐物を取り除く 

４．洗剤で下洗いした後、0.1％の塩素系漂白剤で消毒するか、 

色落ちするものは 85℃以上の熱湯で１分以上つける(またはかける) 

５．消毒後、他の洗濯物と分けて洗濯する 

  
汚染がひどい場所用（0.1％の消毒液） 

おう吐物やふん便のついた床・衣類など 

通常のお掃除用（0.02％の消毒液） 

調理器具やドアノブ・手すり・便座など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
保護者のみなさまへ 

寒さが厳しくなりました。現在、都筑区では感染性胃腸炎が警報レベルになっています。 

本校では１１月に感染性胃腸炎（ノロウィルス等）による欠席が一時的に増えました。 

今後はインフルエンザの流行も予想されます。 

ご家庭では登校前にお子さんが「今日一日元気に学校で過ごせるかどうか」を 

顔色、食欲等から確認し、体調丌良を訴える場合は、無理をせず休養を取って 

くださるようお願いいたします。 

また、学校での急に発熱や嘔吐した場合、すぐに連絡がつくよう、 

お出かけやお勤めの際は連絡先をお子さんにお伝えいただくようお願いいたします。 

学校保健へのご理解とご協力の程、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ノロウイルスの消毒には、塩素系の漂白剤

(ハイターやブリーチなど)または、加熱

(85℃以上で 1 分以上)が効果的です。 

(ノロウイルスはアルコールに対する抵抗力

が強いため、ほとんど効果はありません。) 

500mｌ 1ℓ 

1L

感染性
かんせんせい

胃
い

腸炎
ちょうえん

（ノロウイルス）の特徴 

 

感染すると、１～２日の潜伏期間(症状の出ない

期間)を経て、おう吐や腹痛、下痢、発熱(熱がでな

い場合もあります)などの症状が起こります。ノロ

ウイルスは感染力が非常に強く、感染した人のお

う吐物や便を触った手などを通じてほかの人に感

染します。症状は数日で治まりますが、 

回復後も１週間～１ヵ月は便から 

ウイルスが排出されます。 

学校で嘔吐した場合 

学校で嘔吐した場合はすべてのお子さんに対し

て、「感染性胃腸炎(ノロウイルス等)感染拡大防止の

マニュアル」に沿って対応いたします。また、二次

感染防止のため、嘔吐物によって汚れてしまった衣

服等は学校では洗わずに、そのままビニール袋に入

れて、持ち帰りいただいております。                   

ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

正しい消毒で 

家族間の感染を 

防ぎましょう 

 

 せっけんを 

使って、 

３０秒！ 

 


